
令和７(2025)年度第３回両毛地域医療構想調整会議並びに第３回両毛地域病院及び有床診療

所会議 議事録 

 

１日 時 令和８(2026)年３月 18日(水) 19:00～20:00 

２会 場 安足健康福祉センター２階大会議室（WEBとのハイブリッド開催） 

３出席者 調整会議委員 17名、病診会議構成機関 11機関 

白石地域医療構想アドバイザー、事務局 

４議 事 

 議題１ 現行の両毛地域医療構想の評価について               【資料１】 

  現行の地域医療構想が目標とする 2025年度を迎えたことから、策定時と現状を比較して

振り返り、それらを踏まえ、新たな地域医療構想策定に向けた検討を行った。 

【事務局・安足健康福祉センター】配付資料に基づき説明。 

【佐野市民病院】 

・３ページに記載の医療従事者数が 10 年前と比べほとんど変化が無いことが分かった。 

・当院は薬剤師が特に不足しており、病院薬剤師の確保が困難な状況であるが、人口 10

万人対の｢薬局・医療施設に従事する薬剤師数｣を見ると、両毛地域は県平均より多い。実

態としてそう感じないため、薬局に多く集まっているのではと思うが、薬局勤務と医療

施設勤務に分けて集計を行うことはできないか。 

 【事務局・医療政策課】 

  ・両毛地域の薬局勤務と医療施設勤務の薬剤師数はそれぞれ、387人、101人である。 

(計 484人) 

【佐野市民病院】 

・６ページに｢在宅医療に関する連絡会議等を開催｣とあるが、どのレベルで行われてい

るか。在宅療養支援診療所や在宅療養支援病院等も随時連携したいので、企画いただけ

るとありがたい。 

 【事務局・安足健康福祉センター】 

 ・今年度は先週、連絡会議を開催した。本会議は、在宅医療・介護連携をテーマとしてお

り、医療機関や介護施設等の多様な関係者に出席いただいている。全ての医療機関等に

案内しているわけでなく、各団体の代表者に出席いただく構成としている。 

 

 議題２ 新たな地域医療構想の策定に向けた国検討会の協議状況について    【資料２】 

  国検討会の検討状況を共有し、それを踏まえた、本県における令和８年度以降の地域医

療構想の進め方を説明した。 

【事務局・安足健康福祉センター】配付資料に基づき説明。 

        《質問等 特になし》 

 



 議題３ 両毛構想区域グランドデザインの策定について            【資料３】 

  意見照会の結果等を反映した案を共有し、委員の採決により両毛構想区域グランドデザ

インを策定した。 

 【事務局・安足健康福祉センター】配付資料に基づき説明。 

【長島医院】 

・１ページに｢新興感染症｣と記載があるが、コロナ感染拡大当初に、当地域から他の二

次医療圏への紹介患者が非常に多いと問題になったことがある。グランドデザインに新

興感染症を記載する場合は、来年度以降に、病床機能や病床数を検討する際、感染拡大時

の視点も含めた検討が必要と考える。 

【事務局・安足健康福祉センター】 

・新興感染症は別の部所で並行して検討を進めている。各医療機関様の御協力により、

現時点で一定程度とりまとめが進んでいるが、地域医療構想とも関連しているので、連

携を図りながら進めようと思う。 

 

 議題４ 外来医療計画に基づく取組状況について               【資料４】 

  令和７年度外来機能報告の集計結果、地域で不足する外来医療機能に係る意向確認書の

提出状況及び医療機器共同利用計画の共有・確認をした。また、今年度すでに紹介受診

重点医療機関となっている３医療機関（足利赤十字病院、佐野厚生総合病院、佐野医師

会病院）から継続の意向が示されたため、協議を行い、承認された。 

 【事務局・安足健康福祉センター】配付資料に基づき説明。 

        《質問等 特になし》 

 

 議題５ かかりつけ医機能報告制度の協議の場について           【資料５】 

  令和８年度における、当該報告制度の協議の場等について情報共有した。 

 【事務局・医療政策課】配付資料に基づき説明。 

        《質問等 特になし》 

 

５その他（意見） 

 【栃木県医師会 白石常任理事(地域医療構想アドバイザー)】 

・宇都宮と県南地域以外の二次医療圏は人口減少率が大きいと考える。地域医療構想策

定当初は、高度急性期はそれほど多く想定されていなかったが、現在は、急性期から回

復期、慢性期や在宅の医療需要が増えてきていると考える。人口も、2040 年に向けて

減少していく中で、医療機関の役割分担をどのようにするかが重要である。また、看護

師等の医療従事者の育成等も重要となることから、協力してやっていただければと思

う。 

 



 【足利中央病院】 

・当院２階の一般病床を療養病床へ変更することを計画しており、それに伴い一般病床 

33床を 20床程度に減床することを検討しており、御報告します。 

【佐野市民病院】 

・県全体の薬剤師数について、薬局勤務と医療施設勤務それぞれの人数や 10万人対を把

握しているか。 

 【事務局・安足健康福祉センター】 

  ・データ等を集計し、できる限り御回答できるように準備する。 


